
 

 

 

 

 

 

第４１回 

○場 所：ふれあいサロン 

○時 期：令和元年１０月２５日 19：00～21：00 

○参加者：委員３名 一般参加２名 行政４名  

 

第１ 村長挨拶 

 １ ＣＡＴＶ番組「村長室から」の 11 月放送の収録をしました。村政をふり

かえる中で、美しい村連合加盟や官民協働について触れました。 

２ 委員会の参加率アップのために、工夫をしていきましょう。 

３ 分科会上校舎チームによる「おそうじイベント」のように、委員会から新

しい活動が生まれており、とても良いことです。 

４ 12 月 1 日（日）に令和元年度東白川村美しい村づくり講演会が開催され

ます。講演者の澁澤寿一さんは美濃加茂定住自立圏ビジョン懇談会の委

員です。懇談会で澁澤さんは、圏内循環型の経済的自立に取り組むことが

大切だとおっしゃっていました。 

５ 東白川村（立村）130 周年の文化講演会は円楽さんによる講演でした。豊

富な話題を時間いっぱいお話ししていただきました。文化講演会は、「村

民の方々の元気の源に。」という願いが込められています。 

 

第２ 美しい村づくりワークショップ（学習会）について 

   名古屋大学大学院の高野教授によるワークショップの概要が決まりまし

たので、お知らせと広報協力のお願いをしました。 

 

第 3 美しい村づくり講演会について 

   12 月 1 日（日）に開催される「令和元年度 東白川村美しい村づくり講

演会」について、概要のお知らせと広報協力のお願いをしました。 

東白川村 

美しい村づくり 

委員会 



第 4 集落あるもの探しについて 

   10 月 5 日（土）に行われた「集落あるもの探し（中谷）」について報告し

ました。また、次回の開催地区は「日向」に決定しました。 

地域の案内役決定後、日程の調整を行う予定です。 

  

第 5 視察について 

   前回に引き続き、令和元年度の視察について話し合いました。 

【事務局案】 

①奈良県下北山村 

   ②長野県伊那谷地域 

   ③長野県泰阜
やすおか

村 

   ④分科会別の視察 

   【前回の委員の意見】 

   ・今までの視察先に再度視察（奥矢作、石徹白、豊田） 

   ・視察は必要ない。 

   ・長野県泰阜村（2 名） 

   ・山梨県小菅村（野村） 

   ・「地域づくり・村づくり」の先進地（村長） 

 １ 高野教授の意見 

   恵那市飯地町を推薦します。（人口 640 人） 

  （１）理由 

   ア 昨年度、人口が増加した。 

   イ Ｕターン女性のグループの活動が盛んであり、交流の場となってい

る。 

   ウ 最近、飯地町キャンプ場経営を移住者が行っている。 

     売上が大きく伸びている。 

   エ 飯地町住民の方のやわらかな姿勢が移住人口の増加に。 

   オ 11/9（土）にイベント「夜カフェ」が開催される。 



   カ 住民主体のまちづくり活動 

 ２ 意見 

  （１）個人的に参加するのが良いかも。 

11 月 9 日（土）飯地町視察に事務局は対応できますか？（笹俣さん） 

    → 秋フェスタの前日で対応は難しいです。（事務局） 

  （２）欠席者が多いので、今回も視察については先送りします。 

     随時、ご意見受け付けています。（事務局） 

 

第 6 分科会の近況報告 

今後の委員会は、分科会方式を採用します。 

   現在３つの分科会があります。 

  「上校舎」「関係人口」「上映会」 

 １ 関係人口 

   活動・意見なし。 

   ※事務局からの提案で、村づくりワークショップを関係人口チームの活

動として取り入れることとなる。 

 ２ 上映会 

   活動なし・意見なし 

３ 上校舎 

 （１）10 月 1３日（日）開催「お掃除プロジェクト」の報告（事務局） 

    日時：１０月１３日（日）８時~１０時 

    参加者：21 名 

    次回：今年中での開催予定 

 （２）参加者の感想 

  ア 越原中学校を卒業した年配の参加者さん達は、終始笑顔で掃除をされ

ていた。木造校舎は地域のシンボルとなる。全国的にも木造の校舎利用

は行われており、見習う事例が多くある。（事務局 樋口） 

  イ 昔の道具など、人によっては何でも宝になりえる。 



    分別せずに、公開したほうが良い。（居石） 

  ウ 長い間の想いが叶い、私自身が嬉しかった。（吉田） 

 

第 7 雑談ワークショップ「私の近況報告」 

   ※「私の近況報告」は毎回行うこととしている。 

 １ 居石さん 

  ・季節の変わり目です。体調を整えようと思っています。 

  ・携帯のポイントが失効されて、心が動いた。人は失うことに対して敏 

感だと思った。 

  ・関係人口の中で、移住者による地域の継業の事例を知りました。 

  ・移住者（ニーズ）×地域（困りごと）が繋がるには、地域がオープンにな

るのがポイントだと思う。（樋口） 

 ２ 小林さん 

  ・ヤマサ食品（東白川村にある豆腐店）に移住希望者が買い物に見えたと聞

きました。その方は、街でヤマサの豆腐を食べてひどく感激し、来店した

ようです。 

  ・東白川村への移住希望者が増えていると思う。 

   「東白川村は移住者増えてるよねー。」という意見を聞きます。 

  ・自分が育てた素材で米粉の焼菓子を作っています。（グルテンフリー） 

   中津川駅の「もったいない市」に笹俣さんと出店します。 

   そして、カフェもやりたい！ 

  ・近所に菓子を焼く型があった。今度探しておきます。（村長） 

 ３ 笹俣さん 

  ・怪我から 3 か月が経ちました。痛みのため、仕事ができません。 

  ・書籍「アナスタシア」は、私の想いを言葉にしています。 

   つきつめていくと、日本を守ることは、「里山に暮らすこと」だと思う。 

  ・草刈隊の活動をやめて、耕作放棄地を耕すことにシフトします。 

  ・小林さんと共同出店する屋号は「ＢＩＯコラボ東白川」で、村のお米、お



茶、焼き菓子を販売します。 

  ・「第 9 回ぎふグリーンツーリズムネットワーク大会ｉｎ白川郷」へ吉田さ

んと 2 人で行きます。 

 ４ 吉田さん 

  ・イベント出店は久しぶりです。出店は交流を目的としています。 

  ・どんぐりを拾っています。苗にして植樹をするためです。 

  ・アレシュの日本への憧れ、生きる姿勢、感受性に触れています。 

   アレシュは茶の後継者（担い手）になる大切な人です。 

  ・生活支援の仕事の求人があります。誰かいませんか？ 

 ５ 樋口 

  ・１１月３日（日）に岐阜県各務原市で開催されるイベント「マーケット日

和２０１９」の日に、同敷地内にある「かもす食堂」にて、お茶をもてな

す１ＤＡＹイベントを行います。 

  ・移住者が集まる地域には、「やわらかく受け止める地域の方」がいると、

最近感じています。 

 ６ 和裕さん 

  ・先日、日本福祉大学のＯＲＴ（On-site Research Training）が村内で行

われました。その中で気になるキーワードが、「生産性福祉」「住民の地域

への誇り」「産業と福祉」です。 

   「山に生きる会」は、これらを実現しているすばらしい活動だと評価を受

けていました。 

  ・11 月 2 日(土)に東京都にある「岐阜ホール」というスペースで、来年度

の地域おこし協力隊募集のイベントを行います。 

  ・「第 9 回ぎふグリーンツーリズムネットワーク大会ｉｎ白川郷」のイベン

トで分科会を担当しています。 

 ７ 安江企画係長 

  ・東京出張に 1 年ぶりに行ってきました。東京に住みたいとは思いません

が、たまには刺激が必要だと思いました。 



  ・カメムシがとても多いです。冬は大雪かも。 

 

 

第 8 次回について 

 １ 委員会 １０月 2５日（金）19 時～ 

  （会場）ふれあいサロン  

（内容）私の近況報告、分科会報告、視察について 

 

 

以下、写真 
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